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推
進
会
議
の
構
成
員
で
あ
る

町
農
業
活
性
化
協
議
会
が
農

地
貸
借
や
地
域
資
源
管
理
の

総
合
窓
口
を
担
う
将
来
像
を

描
い
て
い
る
。

Ｒ
Ｍ
Ｏ
推
進
会
議
の
小
原

会
長
（
農
業
委
員
会
会
長
）

も
「
本
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

く
場
を
設
け
て
推
進
会
議
の

賛
同
者
を
増
や
し
、
行
政
の

目
が
届
か
な
い
分
野
を
Ｒ
Ｍ

Ｏ
が
担
う
こ
と
で
、
町
の
課

題
解
決
の
一
翼
を
担
い
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。

耕
作
者
の
高
齢
化
や
減
少

に
よ
る
農
地
の
遊
休
荒
廃
化

を
防
ぐ
活
動
に
も
力
を
入
れ

る
。
こ
の
間
、
府
の
集
落
連

携
１
０
０
㌶
農
場
づ
く
り
事

業
も
活
用
し
て
、
耕
作
者
の

現
況
地
図
作
り
に
取
り
組

み
、
地
域
計
画
の
現
況
地
図

が
お
お
む
ね
完
成
し
た
。

「
将
来
は
農
地
に
関
す
る

情
報
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図
シ
ス
テ

ム
で
一
元
管
理
し
、
農
地
の

利
用
調
整
や
用
排
水
路
・
畦

畔
・
獣
害
防
止
柵
の
維
持
管

理
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
松
山
さ
ん
。
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

者
支
援
や
福
祉

対
策
な
ど
、
持

続
可
能
な
対
策

の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組

む
。事

務
局
の
中

心
で
活
動
を
支

え
る
伊
根
町
農

業
活
性
化
協
議

会
の
松
山
義
宗
さ
ん
（
62
）

は
、
「
近
所
に
店
舗
が
な
い

高
齢
者
に
総
菜
や
弁
当
を
届

け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

地
域
の
方
々
に
意
見
を
聞

き
、
行
政
の
支
援
も
得
て
、

取
り
組
み
を
拡
充
し
た
い
」

と
、
今
後
の
多
彩
な
活
動
の

展
開
を
め
ざ
し
て
い
る
。

会
、
生
活
支
援
部
会
の
３
部

会
を
設
け
、
こ
れ
か
ら
３
年

間
で
、
農
地
の
維
持
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
商
品
開
発
、
都

市
住
民
と
の
交
流
機
会
の
創

出
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
空
き
家
調
査
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
た
高
齢

格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。

推
進
会
議
は
、
農
業
委
員

会
、
農
業
関
係
団
体
、
区
長

協
議
会
、
観
光
協
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
水
産
会
社
な

ど
20
団
体
で
構
成
。
農
地
保

全
部
会
、
地
域
資
源
活
用
部

65
歳
以
上
の
高
齢
者
比
率

が
府
内
最
高
（
48
％
超
）
で

来
年
に
は
人
口
の
過
半
が
高

齢
者
と
な
る
伊
根
町
で
、
昨

年
12
月
、
伊
根
町
農
村
Ｒ
Ｍ

Ｏ
推
進
会
議
（
小
原
澄
晴
会

長
）
が
発
足
。
今
月
か
ら
本

津
市
＝
西
原
誠
二
▼
与
謝
野

町
＝
池
田
浩
樹
▼
京
丹
後
市

＝
松
下
幸
弘

５
協
議
会
も
交
代

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
農
業

委
員
会
協
議
会
の
事
務
局
長

も
５
協
議
会
で
交
代
し
た

（
※
事
務
局
＝
乙
訓
は
大
山

崎
町
、
他
は
府
振
興
局
）
。

【
新
任
の
事
務
局
長
（
敬

称
略
）
】

▽
乙
訓
＝
吉
田
賢
史
▽
山

城
＝
髙
橋
美
広
▽
南
丹
＝
瓜

生
康
之
▽
中
丹
＝
生
田
淳
一

▽
丹
後
＝
塩
見
綱
一

４
月
１
日
の
人
事
異
動
で

府
内
16
市
町
農
業
委
員
会
の

事
務
局
長
が
交
代
し
た
。

【
新
任
の
事
務
局
長
（
敬

称
略
）
】

▼
京
都
市
＝
辻
髙
志
▼
大

山
崎
町
＝
吉
田
賢
史
▼
久
御

山
町
＝
奥
隆
宏
▼
八
幡
市
＝

岩
崎
真
哉
▼
井
手
町
＝
奥
山

英
高
▼
木
津
川
市
＝
若
狭
信

樹
▼
笠
置
町
＝
植
田
将
行
▼

精
華
町
＝
森
田

弥
▼
南
丹

市
＝
山
下
剛
▼
京
丹
波
町
＝

山
田
和
志
▼
綾
部
市
＝
大
島

憲
一
▼
舞
鶴
市
＝
森
下
直
哉

▼
福
知
山
市
＝
大
西
巧
▼
宮

み
、
明
る
い
未
来
へ
と
繋つ

な

が

っ
て
い
ま
す
。

府
の
移
住
特
区
に
指
定
さ

れ
｢

日
ヶ
谷
暮
ら
し
応
援

隊｣

と
い
う
組
織
が
誕
生
し


今
春
、
移
住
者
を
２
人
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
日
ヶ
谷
を
よ
く
し
た

い
」
と
願
う
さ
ま
ざ
ま
な
方

が
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
で
す
。
先
輩
の
努
力

を
受
け
継
い
で
、
子
ど
も
た

ち
に
素
晴
ら
し
い
日
ヶ
谷
を

残
せ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
。

昨
年
７
月
の
改
選
で
、
宮

津
市
初
の
女
性
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
お
受
け

し
た
の
も
、
加
工
施
設
「
味

工
房
」
の
後
継
者
に
な
っ
た

の
も
、
娘
が
帰
っ
て
く
る
場

所
を
少
し
で
も
良
い
形
で
残

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

皆
さ
ん
が
築
い
て
来
ら
れ

た
日
ヶ
谷
の
全
て
が
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
と
思
う
の

で
、
推
進
委
員
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
、
一
歩
ず

つ
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
宮
津
市
農
業
委
員
会
・

志
水
雅
委
員
）

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
（
４
月
）
で
、
28
回

も
話
し
合
い
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
日
ヶ
谷
を

テ
ー
マ
に
、
「
気
楽
に
！
楽

し
く
！
中
身
濃
く
！
マ
イ
ナ

ス
発
言
は
Ｎ
Ｇ
！
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と

進
め
た
結
果
、
地
域
計
画
の

取
り
組
み
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

私
が
暮
ら
す
宮
津
市
最
北

部
の
日
ヶ
谷
地
区
の
人
口
は

１
３
３
人
で
、
高
齢
化
率
は

65
％
。
明
治
の
旧
村
時
代
か

ら
人
口
は
10
分
の
１
に
減

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
美
し
い

集
落
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
思
い
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
機
に
始
ま
っ
た
毎
月
15
日

開
催
の
「
日
ヶ
谷
15
日
会
」

や
国
土
保
全
の
機
能
も
有
し

て
い
る
。
持
続
可
能
な
地
域

農
業
の
将
来
像
を
描
く
こ
と

は
、
食
料
の
安
定
生
産
だ
け

で
な
く
、
国
土
保
全
や
防
災

に
も
役
立
つ
。
◆
地
域
の
農

地
を
守
り
活
か
す
営
農
活
動

が
減
災
に
繋つ

な

が
る
の
だ
か

ら
、
耕
作
者

に
は
減
災
対

策
交
付
金
を

交
付
し
て
も
い
い
は
ず
だ
。

国
・
府
・
市
町
村
に
よ
る
農

政
の
目
的
は
、
農
業
者
を
幸

福
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
声

を
大
に
し
て
訴
え
た
い
。

（
一
念
通
天
）

た
。
◆
福
祉
の
目
的
は
、
住

民
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
農
業
の
将
来
が
見
通
せ

ず
、
先
祖
が
苦
労
し
て
開
墾

し
た
農
地
を
守
り
続
け
て
い

る
農
業
者
が
幸
せ
に
な
る
た

め
に
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

◆
各
地
で
「
地
域
計
画
」
策

定
に
向
け
た
話
し
合
い
が
進

み
つ
つ
あ
る
が
、
そ
こ
で
大

切
な
こ
と
は
「
福
祉
の
視

点
」
で
あ
り
、
農
業
者
を
幸

福
に
す
る
将
来
像
を
描
く
こ

と
が
必
要
だ
。
農
地
は
、
食

料
生
産
だ
け
で
な
く
、
防
災

◆
辞
書
に
よ
る
と
、
「
福

祉
」
と
は
幸
福
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
る
。
「
福
」
と

「
祉
」
は
、

い
ず
れ
も
幸

い
を
意
味
す

る
漢
字
だ
が
、
近
年
は
「
福

祉
」
の
概
念
が
拡
張
さ
れ
、

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福

祉
、
児
童
福
祉
な
ど
、
公
的

扶
助
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
生

活
の
安
定
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
る
場
面
が
多
く
な
っ

を
数
多
く
生
産
し
、
「
ど
れ
も
本

来
の
味
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

い
る
」
と
胸
を
は
る
。

直
売
所
で
の
試
食
販
売
や
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

見
た
飲
食
店
か
ら

の
注
文
も
あ
り
、

全
国
各
地
に
出
荷

し
て
い
る
。

形
が
悪
い
紫
大

根
を
原
料
に
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
商
品

化
し
た
り
（
写
真

左
）
、
昨
年
は
人

気
ラ
ー
メ
ン
店
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
で

ス
ー
プ
に
西
村
農

園
の
野
菜
を
使
用

し
た
つ
け
麺
が
期

間
限
定
メ
ニ
ュ
ー

で
販
売
さ
れ
て
好

評
だ
っ
た
。

西
村
さ
ん
は

｢

こ
れ
か
ら
も
楽

し
い
企
画
を
た
く

さ
ん
考
え
た
い
」

と
新
た
な
挑
戦
に

も
意
欲
的
だ
。

（
久
御
山
町
農

業
委
員
会
）

久
御
山
町
で
年
間
約
50
品
目
の

野
菜
を
生
産
す
る
西
村
農
園
の
西

村
九く

三み

男お

さ
ん
。
生
で
食
べ
る
フ

ル
ー
ツ
か
ぶ
な
ど
、
珍
し
い
野
菜

｢

野
菜
の
魅
力｣

を
引
き
出
し
全
国
に
発
信


農
業
に
福
祉
を


日
ヶ
谷
を
残
し
た
い


西 村 農 園

久御山町 西村 九三男さん


市
町
農
委
会
で

事
務
局
長
が
交
代

左
か
ら
松
山
義
宗
事
務
局
長
、
小
原
澄
晴
会
長
、
藤
原
正

人
副
会
長
、
大
谷
功
農
地
保
全
部
会
長

｢

農
村
型
Ｒ
Ｍ
Ｏ｣

が

活
動
を
開
始

伊
根
町

畑で笑顔の西村さん夫妻

農
地
の
情
報
を
一
元
管
理

貸
借
や
地
域
資
源
管
理
の
総
合
窓
口
へ

遊
休
農
地
で
栽
培
さ
れ
た
蕎そ

麦ば

を
今
年
１
月
の
15
日
会
参
加
者

で
試
食
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